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{育報 の利用実態調査

ーデジタルネイティブ世代への生徒指導一

生徒指導部堀田景子

現在の高校生は、いわゆるデジタルネイティブ世代であり、ものごころついたときからインターネ

ットを代表とするメディア環境の中で生活している。そういった生徒たちへの生徒指導を考えるきっ

かけとして、また、 Classiの導入にあたり、今後そのサービスを有効に活用していくためにも、情報

機器の利用実態調査を行い、その結果から課題を探った。

本校の生徒がインターネットへ接続する情報機器はスマートフォンが主流であり、愛知県の調査や

内閣H干の調査とも同様である。そして、スマートフォンでは音楽を聴いたり、動画を見たり、ゲーム、

プロフやブログ、コミュニティサイトでのメッセージの送受信など、多様な使い方をしていた。また、

自分のプロフやブログ、その他 SNSを公開し，たことがある割合、さらに、自分の氏名や学校名を書

き込んだ、り写真を載せたりしたことがある割合ともに半数を超えていた。そこでの情報モラルに関す

る設問では、/レールやマナーを大切にして行動していると思うと答えた生徒が 90%以上である一方、

自分のブログ等にアニメのキャラクターやタレントの写真を掲載することについて、ょいと思ってい

る生徒は半数を超えていた。これらの結果から、情報モラルに関して適正な判断や行動が取れるよう

な正しい知識の習得や適切な指導が必要であるといえる。さらに、 Classiの利用については、年度途

中の導入でもあり、まだ手探りであることが、生徒の利用頻度と関係していると思われる。様々なサ

ービスを積概的に活用していくためには、生徒の自主的な活動に委ねるのではなく、教員側、学校側

がアプローチや体制作りをしていくことが、今後の積極的な活動へとつながっていくのではなし、かと

考えられる。

スマートフォンを使って SNS等のネットワーク上でコミュニケーションを取ったり、情報発信を

していくことが生徒の日常である現状からすると、情報機器はコミュニケーションや学習を促進する

ことができる道具のーっと捉えてし、かなければならない。それを踏まえた上での、メディアリテラシ

ー教育や指導、学校での情報機器のあり方について考えてし、かなければならないだろうっ

<キーワード> デジタルネイティブ スマートフォン SNS Classi コミュニケーション

情報モラル メディアリテラシー

1 はじめに

内閣府による「平成 29年度青少年のインターネット利用環境実態調査j によると、インターネット

接続機器を利用しているかという設問に対し、高校生では 98.6%がいずれかの機器を利用していると回

答し、この結果は平成 26年度からほぼ横ばいである。また、その中で 95.9%がスマートフォンを利用

しており、インターネットへの接続機器としてはタブレット端末やパソコンなどの他の情報機器よりも

圧倒的に利用割合が高いへ情報機器やインターネットの利用率は平成 26年度以降の調査以降横ばい

であるのに対し、スマートフォンの利用率は、高校生でも 10%近く上昇しており、この数年間でもスマ

ートフォンの利用率は増加傾向にある。さらに、現在の高校生が小学生の頃である「平成 23年度版 情

報通信白書」によると、 6歳から 12識の小学生のインターネット利用率は 65<)もを超えている 2i これ
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らの調査からも、現在の高校生は、生まれたとき、あるいはものごころついたときからインターネット

を代表とするメディア環境の中で生活している、いわゆるデジタルネイティプ世代であり、その情報機

器の代表としてスマートフォンがかなり浸透している。

また、本校では、本年度より第 1学年、第 2学年に、学校向けの 「学習支援プラットフォーム」、い

わゆる Classiを導入した。 2020年の入試改革に伴って、 eポー トフォリオの作成および活用等を見越

しての導入である。 Classiは生徒、保護者、教員が相互に利用できるク予ウドサービスであり、パソコ

ン、タブレット端末、スマー トフォンの各情報機器からアクセスできるようになっている。このサービ

スを今後有効に活用していく上でも、また、デジタルネイティプ世代である高校生への生徒指導を考え

ていく上でも、本校生徒の情報機器の利用状況等を把握することが必要であると考え、本校における情

報機器利用の実態調査を行い、生徒の情報機器に対する意識を明らかにし、そこから課題を探ることを

目的とする。

2 調査概要

(1)調査対象

対象者は第 1学年200名、第 2学年 201名の計 401名である。

( 2 )調査方法

時期は 12月末とし、回答には約 1週間の期限をもうけ、Classiのプラットフォーム上で行った。

(3 )調査項目

愛知県総合教育センタ}では 3年ごとに、小学校、中学校、高等学校の児童生徒を対象に 「児童・

生徒の情報機器利用の実態調査Jを行っている。本校においても同様の調査を実施 し、比較検討の材

料とする。また、別に Classiの利用に関する設問も設けた。

回答はすべて選択式で行った。

3 結果

(1)回答率

1年生 197名、2年生 201名、計 398名が回

答した。回答率は 99.3%であった。男女比は男子

39.2%、女子 60.1%で、あった。

(2 )自分専用の情報機器およびインターネット

に接続する情報機器

「自分専用の携帯電話J42.9%、「自分専用のス

マート フォンJ54.6%、「携帯電話やスマートフ

ォンを普段使わないJは4名の1.0%であった。

自分専用のパソコンやタブレット端末をよく

使う生徒は 28.9%であり、パソコンやタブレッ

ト端末をほとんど使わない生徒は 44.1%であっ

fこ。

国t

あなたは‘ふだん学後以外でインターネットを利用するのは、主に次のどの健審です
か.

11/<ソコン 4.70冒
2タブレット纏家 4.01 

311隆司事電話 7.21 

4スマー+フホシ 81.51 

5通信鎗樋能付きゲーム4・ 1.0喧

s通信後能付き音豊臣丸，ーヤー 。也
7その他の鎗器 0.21 
官学校以外でイン宮ーネットを利用していない 0.21 
g未回答 1.'怖

価ケ可/ぐ;二
1m‘ーー -パソコン... 鳩¥ -5>フレ 7ト唱末

-慎轡電路

.;>.マートフョFン

.i且曙岨.能付きケ -L、.
通摺縄能付き曹灘プレーヤー

-その他の縄謂

u.s，‘ 
-学校以外でイJ宮ーネνトを利用

していない

.;長図書

また、学校以外でインターネットを利用する主な機器は、「スマートフォン」が 81.5%で最も多か

った。

( 3 )自分専用の携帯電話やスマートフォンを持った時期
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「高校 1年生以降(中学3年生の卒業式以降を含む)Jが 32.2%で一番割合が高く、次いで「中学 1

年生(小学 6年生卒業式以降を含む)Jが 18.5%の割合で、あった。また、小学校在学中に所持した割

合は 20.9%で、中学校在学中に所持した割合は、 45.7%で、あった。
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園S

11帯電話やスマー+フォンで一書よ〈していることは、次のどれ.ですか.

1電話または費量斜電話 4.li冒
2メ JI-の送受信 14.0司
3プ回フやフログ、コミュティザイトでのメ世セ ~の送受信 16.5蝿
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5学習{語ベ学習も含む}

6ゲーム
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(4 )携帯電話やスマートフォンで一番よくしていること

「音楽を聴いたり、動画を見たりするJが 34.7%

で最も多く、次いで「ゲームj の 18.0%、「プロ

フやブログ、コミュニティサイトでのメッセージ

の送受信j の 16.5%であった。

(5) 1日の利用時間

携帯電話やスマートフォンの利用時間は f1時

間"-'2時間未満jが26.9%、f2時間から 3時間未

満Jが28.4%であった。5時間以上利用している

のは 7.7%であった。

また、インターネットの 1日の利用時間は、 f1

時間"-'2時間未満Jが 24.4%、 f2時間から 3時

間未満」が 12.5%であり、 f30分から 1時間未満J

が 19.7%、ほとんど利用しないも 18.7%であっ

た。

(6 )保護者と決めたルール

「ノレールがあり守っている」が 44.4%、 「ノレール

函4

あなたは、複帯電話やスマートフォシについて、 最近1週間(平日のみ)で、 1日平均
での利用時聞はどの〈らいですか.

1ほとんど縫っていない

2130分来週E
3130分-1時間未漬

411時間四2時間未満

512時間-3時間未渇

6 13時間-4時間禾~
714時間四5鶴間禾漬

815時間四8時間未満

916時間以上

10111帯電宣言やスマートフォンをふだん使わ怠い

11未回答

話'"‘

-ほとんど使ヲてい事い

車分未満

車分町主崎明未S簡

2時慣自主錆伺未議

-却制司-3鴎甥牽泊

3時司自‘時間車轟

-.時間-s時間来湯

_s時間-EI制司朱滋

-晴間以上

22冒

L7蝿

lL7恒

26.9嘗
28.4冒
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2.71 

0.7蝿
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・牽掴答

がなし、」が 44.9%であり、「ノレールはあるがあまり守っていなしリが 8.5%で、あった。

(7)情報機器が気になって、やるべきことができなくなることがあるか

「よくあるJが 20.2%，f少しある」が 40.9%であった。「あまりないj は 28.9%、「全くなしリが

8.5%であった。

( 8 )インターネットで知り合った人とのメッセージの送受信および子どもだけで、会った経験
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インタ}ネットで知り合った人とのメッセージの送受信は、「まったくない」、「ほとんどないJと回

答した割合は 70.3%であった。一方で、「ほとん

ど毎日」、「週 5日程度J、「週 2日程度」の少なく

とも週に何日かはメッセージの送受信をしてい

る割合は、 28.9%であり、中でも「ほとんど毎日J

の割合は 13.0%であった。

また、インターネットで知り合った人と子ども

だけで、会った経験が「あるjのは、 11.5%、「なし、j

が 87.8%で、あった。

(9 )一番良く利用するコミュニティーサイト

r LINE Jが 52.1%で最も多く、次いで

rInstagramJが 20.4%、 fτ'witterJが 19.7%で

あった。その他のサイトも含め、「利用しなしリと

回答した割合は 2.0%であった。

(1 0)自分のプロフやブ、ログ、その他 SNSの公

開、また自分や友人、知り合いの個人情報

について

自分のプロフやプログ、その他 SNSを公開し

たことが「あるJ割合は 59.6%であり、自分の氏

名や学校名を書き込んだり写真を載せたりした

ことが「あるJ割合は 54.6%であった。同様に友

人や知り合いのを載せたことが「あるJ割合は

41.9%であった。

(11) SNSで悪口を書かれたことがあるか。

また、インターネットで嫌な思いをした

ことがあるか。

悪口を書かれたことが「ある」のは 14.5%、

「なし、Jが 84.8%また嫌な思いをしたことが「あ

る」のは 8.5%、「ないj のは 90.3%であった。

(1 2)インターネットで、困ったことや嫌な思い

をしたら誰に相談するか

「保護者Jが50.1%で最も多く、次いで 「友達J

が 31.4%であった。また「誰にも相談しないJ

割合は 8.7%であった。

(1 3)動画サイトへのアップロード等

個人的に録画したテレビドラマを動画サイト

にアップロードすることについて、 「ょいと思 うJ

と「まあょいと思う Jと回答した割合は 22.9%で

「あまりよく ないと思う」が 39.7%、「よくないと

思うJが36.4%であった。
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動画サイトや音楽サイトの著作者の許可なくアップロ)ドされたものを自分のパソコン等にダウ

ンロ}ドをすることについて、「ょいと思う j と「まあょいと思う j と回答した割合は 14.7%で「あ

まりよくないと思う Jが 39.9%、よくないと思うが 44.4%で、あった。アニメのキャラクターやタレン

トの写真を掲載することについては、「ょいと思う」と「まあょいと思う Jが 52.9%で、「あまりよく

ないと思う j が 29.9%、「よくないと思う j が 16.0%であった。

(1 4)情報機器を利用する上で最も心配していること

「個人情報の漏洩」が 54.4%で最も多く、次いで「詐欺Jの 19.2%であった。

(1 5)携帯電話やスマートフォンが自分の生活になくてはならないものだと思うか

「強く思う」が 48.6%、「少し思う j が 39.4%であった。「あまり思わないj や「全く思わないJは

10.2%で、あった。

(1 6) Classiを利用する時の情報機器や端末、利用頻度、利用コンテンツについて

「スマートフォンのアプリケーションJが

78.1%で最も多く、次いで「スマートフォンのイ

ンタ}ネットJが 14.0%であった。利用頻度は、

ほとんど「毎日j と「週に 5日程度Jが 21.0%

で、「週に 2日程度Jが 13.7%、「ほとんどなしリ

が 50.9%であった。最もよく利用しているコンテ

ンツは、「学習記録Jが 34.4%で、次いで「成績

カルテjの 20.2%であった。さらに、今後積極的

に活用していきたいものは、「学習動画」が

22.2%、「成績カルテJが 20.9%、「学習記録」が

15.7%、rWebドリル」や rWebテスト」が 22.7%

であった。

4 考察

(1)情報機器の利用について

園8

あなたは、CIa臨港平均して日以らい利用していますか.

tほとんど毎日

21i1!!11::5日 E
31遭民主日程度

41ほ企んどない

5まった〈ない

61未回答

7.・
LU‘ 

掴 S也
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量l=s日程慶

週/.:2日程度

廷とんどizい

-まった</ZI.'

傘自答

平成 27年度の愛知県の調査では、学校以外でインターネットを利用する機器の割合としてスマー

トフォンが 72.7%であり 3)、本校の調査では 81.5%であった。愛知県の調査結果が平成27年度のも

のであることから、スマ}トフォンでインターネットへ接続する生徒は、内閣府の調査結果と同様に

増加傾向と考えられる。また、内閣府の調査において、平成 26年度から 29年度への機器ごとのイン

ターネット利用状況の経年変化をみると、高校生においてはスマートフォンの割合が増加し、携帯電

話とパソコンの割合は減少している。本校でも、パソコンやタブレット端末をほとんど使わない生徒

も多い。これらの結果からも、今後もインターネットへの接続は、スマートフォンが主な機器となる

だろう。

そして、自分専用の携帯電話やスマートフォンを所持する時期には小学校を卒業して中学に入学す

る時と、中学を卒業して高校に入学する時の大きく二つのタイミングがあることがわかった。また、

本調査では、携帯電話かスマー トフォンのどちらかは不明で、あるが、高校入学時までに 65%を超える

生徒がインターネットへ接続できる自分専用機器を所持していることから、情報モラル教育等は高校

では遅すぎるのではないのかと懸念される。内閣府の調査でもインターネットの利用率の低年齢化は

進んでおり、平成 27年度の愛知県の調査と比較しでも、本年度に実施した本校の結果の方が、自分
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専用の情報機器を所持する時期は早まってし、ることからも、より抵年齢化していくことが予想される{コ

それに対して、フィルタリングv機能や家庭で、のルールといった保護者が子どものインターネット接続

状況に関与することへの回答を見ると、「フィルタリングをしているJが 35.7%、保護者との「ルー

ルがあり、守っているJが 44.4%と半数にし、かない。また、内閣府の調査では、子どもと保護者で「ル

ールが守れているj としづ認識に 207も以上の差がみられた叱これらの実態調査からも、より低学年

での情報リテラシ…教育の導入と、自らが判断できる能力の育成が必要で、あると考えられる。

また、携帯電話やスマートフォンの利用時間は 2時間"-'3時間の生徒が多いが、インターネットに

接続をしていない状態で音楽視聴を行ったり、写真を撮ったりといった使い方をしている生徒も多い

のではなし、かと推察される。平成 27年度の愛知県の調査ではゲーム機や音楽プレーヤーをほとんど

使わないと回答した割合は約 30%であったが 5)、本年度の本校の調査では 40%を超えている。この

ことからも、かつてはそれぞれ個別でその機能を有していたものが、現在はスマートフォン 4 つであ

らゆることできるようになり、音楽を視聴したり、ゲームをするなど、多様な使い方をしていること

が多くなっていると考えられる。

( 2 )情報機器によるコミュニケーションについて

内閣府の調査においては、高校生は情報機器を利用してのコミュニケーション(メール、メッセン

ジャー、ソーシャルメディア)が音楽視聴や動画視聴よりも利用割合が多い結果となっているのコ愛

知県の調査や他の高校での調査においても、携帯電話やスマートフォンで一番ょくすることとして、

音楽や動画視聴とコミュニティサイトでのメッセージの送受信はほぼ同数である7)。これらの結果と

比較すると、本校の生徒はブG ロフやブログなど、コミュニティーサイトでのメッセージの送受信を行

っている割合が少ないといえる。しかし、約 60弘がコミュニティサイトを公開した経験があり、

Instagramや1¥NItterとし、った不特定多数の人と交流可能なサイトを一番よく利用していると答えて

いる生徒も約 40%いる。これらのいずれも不特定多数、または、個人同士で直接メッセージを送り合

うことができ、機能としても写真やメッセージ等で個人情報をコミュニティ内でオープンにすること

も可能である。さらに、約 30%の生徒がインタ}ネットで知り合った人とのメッセージの送受信を週

に何回かは行っている。このことからも、生徒の友人、知人、それ以外の人とのコミュニケーション

手段として、これらのサイトは主要ツールと言える。

生徒がよく利用する LINEや、 Instagram、'l¥vitterなどのソーシャルネットワーキングサ…ピス

(以下 SNS)は、その情報源である個人間の人間関係、あるいはコミュニケーション過程が明示化さ

れることによって、信頼性が高いものとされるが、一方でこれが個人情報を安易にネットワーク上で

さらすことにもなる。特に未成年などコンビュータのリテラシーが十分でない層では過剰な情報公開

が犯罪を誘発しやすい状況になっているとされるへ本校の生徒においても、 SNSを利用している者

の中で、 50%を超える生徒が自分の個人情報を掲載している。これらのことから、 SNSをツールとし

たコミュニケーションのあり方やりテラシーへの注意喚起に関しては、不十分であると言わざるをえ

ないD また、一般の高校生よりも、本校の生徒はコミュニティサイト等を利用している割合は少ない

にも関わらず、コミュニティサイト等で悪口をかかれたり、個人情報を流されたり、交際を求められ

るような書き込みをされた経験を持つ生徒も少なくない。これらの実態からも、犯罪に巻き込まれる

ことがないように、十分注意させていくととともに、国ったことがあった場合に約半数の生徒が保護

者に相談すると答えていることからも、保護者への注意喚起も同時におこなっていく必要性を感じる。
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( 3 )情報モラルについて

トレンドマイクロ社が行った調査によると、友人知人が勝手に自分の情報や写真を Facebookで公

開した場合にどう思うかという質問には 9害IJが不快感を示している 9)ことからも、友人知人の情報の

公開は思わぬトラブルを招くこともある。それ以外にも、個人情報は人権問題や知的財産権、プライ

バシー権、肖像権などの権利侵害だけでなく、著作権法や個人情報保護法、出会い系サイト規制法な

ど‘法律や条例に抵触するする可能性もある。本校の調査でも、自分の倍人情報のみならず、友人や知

人の情報を公開している生徒が 40%以上いる。また、傭人的に録画したテレビドラマを動画サイトに

アップロ…ドすることや、著者者の許可なくアップロードされたものをダウンロードすること、タレ

ントの写真を掲載することなどに対して、少なからずょいと思ってし、る生徒がいるが、多くの生徒は

よくないと考えている。-方、自分のブログ等にアニメのキャラクターやタレントの写真などを掲載

することについては 50%を超える生徒が「まあょいと思う」も含めて「よしリと肯定的にとらえてい

る。これらのことから、情報を受信する際の危機意識やモラルへの認識はある程度備わっているが、

情報を発信する際に、他人の権利や財産等を脅かす恐れがないか、また、社会のルールや法律を理解

し、守れているかといった側面からは、今後指導が必要で、ある。

(4) Classiについて

本校での Classi導入は本年度の 7月であり、実質的に稼働させはじめたのは、 2学期に入ってから

である。年度途中であったことや、その利用の仕方や有効な活用方法については、まだ手探りな部分

もあり、それが、生徒の利用頻度にもつながっているのではなし、かと考えられる。 Classiをよく利用

していると思われる fほとんど毎日 Jと「週 5日程度Jと回答した割合が 21.0%であるのに対し、「ほ

とんどなしリと回答した割合は 50.9%であり、積極的に利用している生徒の方が少ないのが現状であ

る。また、 Classiを全く使っていないという生徒も 13.5%であった。学年別でみると、 1年生では「ほ

とんどなしリと「まったくなしリが 89.3l}らで、定期的に利用している生徒は約 10~るであった。 2 年生

では「ほとんどなしリと「まったくなしリが 41.3払で、定期的に利用しているのは約 60<)もであり、

「ほとんど毎日 j 利用している生徒も 27.4払いた。その多くは学習記録の入力であるが、教員が定期

的に配信しているテスト等に取り組んでいる生徒もいる。また、 1年生では、授業での課題、レポー

トの配信や提出を Classi上で、行っている教科もあり、 1年生の Classiの利用頻度はもう少し高いの

ではないかと考えられる。

Classiには、多くの機能やサ…ピスがあり、これからを有効にかっ効果的に活用していくためには、

生徒が今後積極的に利用していきたいと思っているコンテンツに対して、教員側からの働きかけや利

用しやすい仕組み作りをすることも一つの方法で、あると考えられる。実態調査からは、 1年生では成

績カルテ、学習動画、 Webドリルへの関心が高く、 2年生では学習動画、学習記録、成績カルテ、 Web

ストへの関心が高かった。学習動画に関しては、ベネッセの模擬試験の結果に応じて復習できるよ

うになってし、ることから、模擬試験の振り返り時に成績カルテと連動させていくと生徒への動機付け

になるのではなし、かと思われる Q また、学習記録等、自に見える形で生徒が学習時間や科目を入力し

ていくことは、生徒への面談時にも教員がアドバイスをしやすくなることも考えられる。しかし、こ

ういった機能を生徒任せ、生徒の自主的な活動に委ねるのではなく、まず教員側、学校側がアプロー

チや体制作りをしていくことが、生徒の積極的な活動へとつながっていくのではないかと考えられる。

他校の教育用 SNSを利用しての実践報告例でも、教員側の関わりが高いほど、より生徒が定期的に

情報等にアクセスし、また積極的に利用する傾向があるとの報告されている 10)。また、 2019年度に

すでに eポートフォリオを活用した入試を行う大学もあり、 2020年度へ向けでは、さらに日々の取
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り組みを記録する習慣の構築が必要になってくるだろう。

5 まとめ

総務省、の統計によると、 2010年の調査ではスマートブオンの世帯保有率が 10弘であったのに対し、

2年後の 2012年には 50%を超えた 11)。内閣府の調査では、高校生のスマートフォンの所有・利用率が

2011度まで、は数%であったのに対し、 2012年には一気に 50弘を超えた。つまり、 2012年あたりを境

に、わずか数年で私たちが利用する情報機器はスマートフォンが主流となっていった。その中で、現在

の高校生の多くは小学生や中学生の時からスマートフォンを持ち、デジタルネイティブ世代として育っ

ている。スマートフォンはアプリケ…ションの普及、 SNSの台頭、ライフスタイルの多様化など、複数

の要因があってここまで、急速に普及したのではなし、かと考えられる。そして、スマートフォンが普及し

たことによってより手軽に参加することができるようになった SNSは、単なる個人間のコミュニケ…

ションツールとしてだけでなく、社会との繋がりを含むコミュニケーションツールとしても存在してお

り、現在の利用者数は世界中で数億人規模であるつこういったインターネットに瞬時に繋がるスマート

フォンや地入とのコミュニケーションをネットワーク上で行う SNSを、小学生や中学生の時から利用

する環境にある現在の高校生は、 SNSでのコミュニケーションが現実のコミュニケーションよりも頻

繁になり、現実と仮想、の境目がかなりあいまいな、むしろこれらを別のものとして考えない生徒が多く

なっていることが想、像できる。そして、この傾向はますます加速していくのではないかと考えられる。

こういった中で、 SNSの使い方といlう点では、ネット上でのいじめ、安易な個人情報の投稿、本名では

なし、からといって他人を誹詩中傷したり、デマの拡散、また犯罪の温床となるなど、問題も多い上に複

雑化している。これらは、 SNSの普及速度に対して問題の周知が遅れているため凶、また、様々な新し

いメディアに対応した教育が十分になされていないことが要因のーっとされている 13)。

さまざまな情報機器で世界と繋がり、 SNSやコミュニケーションツールを含めたネットワーク上で

のコミュニケーションは、目に見えなし、から、トラブルに巻き込まれる可能性があるから利用しないよ

うにという指導をすれば、子どもたちがそういったトラブルに巻き込まれることはないのかもしれない。

さらに、スマートフォンの利用がそういった危険を促進しているのだから、また、スマートフォンで SNS

でのコミュニケーションやゲーム等に夢中になり、それが生活の中心となってしまう可能性もあるから

使用禁止という指導もーっかもしれない。本校の調査でも、携帯やスマートフォンが気になって、本来

やらなければならないことができない生徒が 60%を超えている。しかし、スマートフォンの急速な普及

やネットワ)クコミュニテイへの価値観の変化によって、もはやスマートフォンを使って SNS等のネ

ットワーク上でコミュニケーションを取ることや情報発信をしていくことは生徒の日常であり、これら

をコミュニケーションや学習を促進することができる道具のーっと捉えてし、かなければならない。それ

を踏まえた上での、メディアリテラシー教育や指導のあり方を考えてし、かなければならないだろう。こ

れからも情報社会で生きてし、かなければならない生徒に対して、情報機器を使わせないではなく、どう

捷うか、いつ使うか、どうやって使うかといった考え方や態度を身につけさせるための教育、さらに、

適切なEしい判断ができるような情報提供も必要で、ある。

現在の高校生を含むデジタルネイティブ世代が、ネット・コミュニティを操り、不特定多数の人々と

瞬時につながることで新たな事業や組織をっくり出し、従来の常識や{匝値観にとらわれない考え方や行

動力によって、世界を一変させる可能性を秘めているともいわれている 14)。そういった新しい時代を切

り開く可能性のある生徒とともに、学校での情報機器のあり方について考えていくべき時なのかもしれ

ない。
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